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は

じ

め

に

１

唐
の
国
風
と
女
性

北
朝
の
気
風
を
受
け
た
唐
王
朝
は
、
伝
統
的
な
思
想
や
文
化
を
継
承
す
る
一

方
、
東
ロ
ー
マ
や
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
易
で
異
文
化
を
巧
み
に
吸
収
し
て
繁

栄
し
、
開
放
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
文
明
国
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
国
唯
一
の
女
帝

と
言
わ
れ
る
則
天
武
后
や
政
治
・
文
学
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
楊
貴
妃
の
登
場

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
た
ち
が
注
目
を
集
め
る
時
代
で
も
あ
り
、
女
性
た
ち

は
そ
れ
ま
で
よ
り
自
由
と
な
り
美
意
識
も
向
上
し
た
。

そ
う
し
た
絢
爛
多
彩
な
文
化
を
反
映
し
た
風
俗
（
服
装
・
化
粧
・
髪
型
な
ど
）

は
、
歴
史
書
・
文
学
作
品
・
壁
画
・
絵
画
・
陶
俑
を
通
じ
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
特
に
象
徴
的
な
の
が
髪
型
で
、
美
意
識
の
向
上
に
伴
っ
て
多
様
化
し
た
状
況

は
、
唐
の
段
成
式
の
『
髻
鬟
品
』
や
宇
文
士
及
の
『
粧
台
記
』
に
詳
細
に
記
録
さ

れ
た
。

２

唐
代
の
多
様
な
髪
型

（
１
）

ま
ず
、『
髻
鬟
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

高
祖
宮
、
半
翻
髻
・
反
綰
楽
游
髻
有
り
。
明
皇
帝
宮
中
は
、
双
鐶
望
仙
髻
・
廻

鶻
髻
。
貴
妃
、
愁
来
髻
を
作
る
。
貞
元
中
、
帰
順
髻
有
り
、
又
、
閙
掃
粧
髻
有

り
。
漢
の
梁
冀
の
妻
、
堕
馬
髻
を
作
る
。
長
安
城
中
、
盤
桓
髻
・
驚
鵠
髻
、
又
、

抛
家
髻
及
び
倭
堕
髻
有
り
。

だ

ば
け
い

い

だ
け
い

そ
ん
じ
ゅ

し
ん
ら

ふ

こ
の
内
「
堕
馬
髻
」
と
「
倭
堕
髻
」
は
、
孫
寿
と
秦
羅
敷
と
い
う
女
性
故
事
に
由

来
を
持
ち
、
歴
代
の
詩
歌
に
幾
度
も
引
用
さ
れ
て
き
た
。

（
２
）

ま
た
、『
粧
台
記
』
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

唐
代
に
伝
わ
っ
た
「
堕
馬
髻
」
と
「
倭
堕
髻
」－

文
献
と
文
物
の
比
較
か
ら－
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古
今
注
に
云
う
、
長
安
、
盤
桓
髻
・
驚
鵠
髻
を
作
す
と
。
復
た
倭
堕
髻
を
作
し
、

一
に
云
う
、
梁
冀
の
妻
の
堕
馬
髻
の
遺
状
な
り
と
。

こ
こ
に
は
、
「
堕
馬
髻
」
が
「
倭
堕
髻
」
を
と
ど
め
た
形
状
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

二
つ
の
髪
型
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３

「
堕
馬
髻
」
と
「
倭
堕
髻
」
の
形
状

「
堕
馬
髻
」
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』
巻
二
「
堕
馬
髻
」
の
説
明
（
一
二
〇

七
頁
）
に
は
、

も
と
ど
り

（
訳
）
古
代
女
性
の
髻
の
名
（
髻
は
、
毛
髪
を
頭
頂
で
束
ね
曲
げ
た
り
折
り

返
し
た
り
し
た
髪
型
）

と
あ
り
、
こ
の
後
、『
後
漢
書
』梁
冀
の
妻
孫
寿
の
髪
型
と
し
て
の
説
明
に
続
き
、

楊
貴
妃
の
姉
の
一
行
が
描
か
れ
た
「

国
夫
人
游
春
図
」
か
ら
、
図
１
の
挿
絵
が

付
け
ら
れ
て
い
る（
以
後
、
本
稿
で
は
、
こ
の
類
の
髪
型
を「

国
夫
人
游
春
図
」

型
と
称
す
）。

図
１
「
堕
馬
髻
」（『
漢
語
大
詞
典
』
一
九
八
八

年
よ
り
）

次
に
「
倭
堕
髻
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
巻
一
の
「
倭
堕
髻
」
の
説
明
（
一
五

〇
八
頁
）
に
、

（
訳
）
古
代
の
女
性
の
髪
型
の
一
種
で
、
髪
の
毛
を
頭
頂
で
束
ね
曲
げ
た
り

折
り
返
し
た
り
し
た
も
の
が
額
の
前
に
向
か
っ
て
う
な
だ
れ
て
い

る
。

と
あ
り
、
こ
の
後
、「
陌
上
桑
」（「
艶
歌
羅
敷
行
」、「
日
出
東
南
隅
行
」）
に
描
か

れ
た
秦
羅
敷
の
髪
型
と
し
て
の
説
明
に
続
き
、
中
堡
村
唐
墓
陶
俑
か
ら
図
２
の
挿

絵
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

図
２
「
倭
堕
髻
」（『
漢
語
大
詞
典
』一
九
八
八
年
よ
り
）

４

も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」
の
存
在

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
「
堕
馬
髻
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
〜
二
〇

〇
七
年
三
月
、
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
驚
異
の
地

下
帝
国

始
皇
帝
と
彩
色
兵
馬
俑
展－

司
馬
遷
『
史
記
』
の
世
界－

」
に
於
い
て
、

「

国
夫
人
游
春
図
」
型
と
は
、
全
く
異
な
る
も
う
一
つ
の
髪
型
、
即
ち
、
前
漢

景
帝
陽
陵
の
陪
葬
墓
園
Ｍ
１３０
号
墓
出
土
「
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
の
髪
型
（
図
３
、

４
）
を
指
摘
す
る
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
（
以
後
、
本
稿
で
は
、
こ
の
類

の
髪
型
を
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
型
と
称
す
）。 二



図
３

も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」

前（『
漢
陽
陵
』
重
慶
出
版

社
二
〇
〇
一
年
よ
り
）

図
４

も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」

後（『
漢
陽
陵
』
重
慶
出
版

社
二
〇
〇
一
年
よ
り
）

そ
こ
で
、
展
覧
会
の
日
中
双
方
の
関
係
各
位
に
質
問
の
書
簡
を
送
っ
た
所
、
詳

細
は
第
三
章
で
述
べ
る
が
、
結
果
と
し
て
は
、「
こ
の
説
は
、
と
り
あ
え
ず
そ
の

よ
う
に
称
し
て
お
り
、
正
し
い
か
否
か
は
、
今
後
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
」
と

の
回
答
を
得
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
筆
者
は
、
�
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」

型
が
「
堕
馬
髻
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
例
が
他
に
も
あ
る
こ
と
、
�
絵
画
に
描
か

れ
た
「

国
夫
人
游
春
図
」
型
の
女
性
の
髪
型
に
対
し
て
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色

女
俑
」
型
の
形
状
内
容
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、

右
記
の
検
討
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
と
感
じ
た
。

そ
も
そ
も
筆
者
は
、
当
初
、
唐
代
に
於
け
る
「
堕
馬
髻
」
が
、
単
に
髪
型
の
一

つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
学
表
現
に
多
用
さ
れ
、
当
時
の
思
想
・
文
化
傾
向
を

知
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
研
究
を
進
め
て
い
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
唐
代
に
流
行
し
た
「
堕

馬
髻
」
の
特
徴
を
文
献
（
歴
史
書
・
文
学
作
品
）
と
文
物
（
絵
画
・
陶
俑
）
を
比

較
し
な
が
ら
考
察
し
、
次
に
、
「
堕
馬
髻
」
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
る
「
倭
堕
髻
」

も
同
様
の
方
法
で
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
、
異
な
る
も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

第
一
章

「
堕
馬
髻
」
に
つ
い
て

１

孫
寿
故
事
と
「
堕
馬
髻
」

『
髻
鬟
品
』
に
「
漢
の
梁
冀
の
妻
、
堕
馬
髻
を
作
る
。」
と
あ
っ
た
梁
冀
（
？
〜

一
五
九
）
は
、
後
漢
順
帝
の
皇
后
の
兄
に
当
た
り
、
順
帝
の
時
に
大
将
軍
と
な
っ

（
３
）

た
。
孫
寿
は
、『
後
漢
書
』
卷
六
十
四
「
梁
冀
伝
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

よ
う

は

詔
し
て
遂
に
冀
の
妻
孫
寿
を
封
じ
て
襄
城
君
と
為
し
、
兼
ね
て
陽
て
き

の
租
を
食

せ
き

な
ぞ
ら

ま
し
む
。
歳
入
は
五
千
万
、
赤
ふ
つ

を
加
賜
し
て
長
公
主
に
比
ふ
。
寿
は
色
美
し

し
ゃ
う

せ
つ
よ
う
ほ

く

し
せ
う

く
し
て
、
善
く
妖
態
を
為
し
、
愁
眉
・

て
い

粧
・
堕
馬
髻
・
折
腰
歩
・
齲
歯
笑
を

な作
し
て
、
以
て
媚
惑
を
為
す
。

孫
寿
は
高
い
地
位
と
豊
か
な
資
材
に
恵
ま
れ
て
「
妖
態
（
怪
し
げ
な
科
）」
を
作

り
、
化
粧
は
「
愁
眉
」・「

粧
（
泣
き
化
粧
）」、
髪
型
は
「
堕
馬
髻
」、
仕
草
は

「
折
腰
歩
（
な
よ
な
よ
し
た
歩
き
方
）」、
表
情
は
「
齲
歯
笑
（
歯
痛
の
ご
と
き
作

り
笑
い
）」
で
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
「
媚
惑
」
を
な
し
て
い
た
。
さ
ら
に
『
後
漢

（
４
）

書
』
巻
二
十
三
「
五
行
志
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

桓
帝
の
元
嘉
中
、
京
都
の
婦
女
は
、
愁
眉
・
啼
粧
・
堕
馬
髻
・
折
要
歩
・
齲
歯

笑
を
作
す
。
所
謂
愁
眉
は
、
細
く
曲
折
す
。
啼
粧
は
薄
く
目
下
を
拭
き
、
啼
処

三



の
若
し
。
堕
馬
髻
は
一
辺
に
作
り
、
折
要
歩
は
足
は
体
下
に
在
ら
ず
。
齲
歯
笑

は
、
歯
痛
の
若
く
、
楽
し
む
も
欣
欣
な
ら
ず
。
始
め
大
将
軍
梁
冀
が
家
為
す
所

き
ゅ
う
ぜ
ん

は
う
か
う

な
り
。
京
都
歙
然
と
し
て
、
諸
夏
皆
放
效
す
。
此
れ
服
妖
に
近
し
。

こ
こ
に
は
、「
堕
馬
髻
」
は
「
一
辺
に
作
る
」
形
状
と
あ
り
、
そ
れ
が
大
流
行
し

都
を
席
巻
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

２

六
朝
の
詩
歌
に
描
か
れ
た
「
堕
馬
髻
」

『
粧
台
記
』
が
引
用
し
た
の
は
、
晋
の
崔
豹
『
古
今
注
』
の
次
の
記
載
で
あ
っ

（
５
）

た
。

堕
馬
髻
、
今
復
た
作
る
者
無
し
。
倭
堕
髻
、
一
に
堕
馬
の
余
形
と
云
う
な
り
。

こ
こ
に
は
「
堕
馬
髻
」
は
「
今
復
た
作
る
者
無
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の

梁
代
の
沈
約
「
江
南
曲
」（『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
六
）
に
は
、

羅
衣
織
成
帶
、
羅
衣
織
り
て
帯
と
成
し

か
ん
ざ
し

墮
馬
碧
玉
簪
。
堕
馬
に
は
碧
玉
の
簪

（
６
）

と
あ
り
、
徐
陵
『
玉
台
新
詠
』
序
文
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

は
く
ひ
ん

鳴
蝉
の
薄
鬢
（
魏
文
帝
の
宮
人
が
結
っ
た
蝉
の
翼
の
よ
う
に
透
い
て
見
え
る

す
ゐ
く
わ
ん

そ
り

髪
型
）
を
妝
ひ
、
堕
馬
の
垂
鬟
を
照
ら
す
。
反
ま
が
り
て
金
鈿
を
挿
し
、
横

ぬ

ざ
ま
に
宝
樹
を
抽
く
。

ま
た
、
後
魏
の
高
允
「
羅
敷
行
」（『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
八
）
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

邑
中
有
好
女
、

邑
中
に

好
女
有
り

姓
秦
字
羅
敷
。

姓
は
秦

字
は
羅
敷

は
ん
く
ゎ
い

巧
笑
美
回
�
、

巧
笑
美
し
く
�
回
（
流
し
目
）
し

鬢
髮
復
凝
膚
。

鬢
髪

復
た
膚
を
凝
ら
す

つ

脚
著
花
文
履
、

脚
に
は
花
文
の
履
を
著
け

耳
穿
明
月
珠
。

耳
に
は
明
月
の
珠
を
穿
つ

頭
作
墮
馬
髻
、

頭
に
は
堕
馬
髻
を
作
し

倒
枕
象
牙
梳
。

倒
枕
す

象
牙
の
梳

詩
中
の
「
頭
作
墮
馬
髻
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
秦
羅
敷
が
詠
出
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
「
陌
上
桑
」
（
「
艶
歌
羅
敷
行
」
、
「
日
出
東
南
隅
行
」）に
は
「
倭
堕
髻
」

と
あ
る
。
そ
れ
が
こ
こ
で
は
「
堕
馬
髻
」
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、『
後
漢
書
』
か
ら
は
「
堕
馬
髻
」
は
、
孫
寿
が
結
い
都
中
に
流
行
し
た

一
辺
に
傾
い
た
髪
型
で
あ
っ
た
こ
と
、
歴
代
の
詩
歌
か
ら
は
髪
飾
り
を
挿
せ
る
に

足
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
髪
を
結
い
上
げ
た
も
の
で
、「
倭
堕
髻
」と
似
通
っ
て
お
り
、

詩
歌
で
入
れ
替
わ
っ
て
詠
出
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
た
。

３

唐
代
の
詩
歌
に
於
け
る
「
堕
馬
髻
」

唐
代
に
な
る
と
、
張
昌
宗
が
、
則
天
武
后
の
娘
太
平
公
主
の
宴
に
侍
っ
た
際
の

こ
と
を
詠
ん
だ
「
太
平
公
主
山
亭
宴
に
侍
す
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
）
中
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

し
や
う
す
う

扇
掩
將
雛
曲
、

扇
は
掩
ふ

将
雛
の
曲

か
ん
ざ
し

う

釵
承
墮
馬
鬟
。

釵
は
承
く

堕
馬
の
鬟

り

き

開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
に
進
士
に
及
第
し
た
李
�
の
「
緩
歌
行
」（『
全
唐

詩
』
巻
一
三
三
）
に
は
、
妙
齢
の
女
性
が
「
堕
馬
髻
」
を
結
っ
て
い
た
こ
と
を
描

い
て
い
る
。

二
八
蛾
眉
梳
墮
馬
、
二
八
蛾
眉

堕
馬
を
梳
き

四



美
酒
清
歌
曲
房
下
。
美
酒
清
歌

曲
房
（
奥
深
い
部
屋
）
の
下

中
唐
の
白
居
易
「
書
に
代
ふ
る
詩
一
百
韻
、
微
之
に
寄
す
」
詩
（
『
白
氏
文
集
』

０
６
０
８
）
に
は
、
貞
元
末
期
に
流
行
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
登
場
し
て
い

る
。

粉
黛
凝
春
態
、

粉
黛

春
態
を
凝
ら
し

金
鈿
耀
水
嬉
。

金
鈿

水
嬉
に
耀
き

風
流
誇
墮
髻
、

風
流

堕
髻
を
誇
り

時
世

啼
眉
。

時
世

啼
眉
を
闘
は
す

（
自
注
：
貞
元
の
末
、
城
中
復
た
堕
馬
髻
・
啼
眉
妝
を
為
す
な
り
。）

お
ん
て
い
い
ん

し
つ
し
つ
さ
い

最
後
に
晩
唐
の
温
庭
�
（
八
一
二
〜
八
七
二
）「
瑟
瑟
釵
」
詩
（『
温
飛
卿
集
外

か
ん
ざ
し

詩
』
巻
九
）
で
は
、
女
性
が
釵
を
輝
か
せ
て
い
た
の
が
、
堕
馬
髻
で
あ
っ
た
。

翠
染
冰
輕
透
露
光
、
翠
染
冰
軽
く

露
光
を
透
し

墮
雲
孫
壽
有
餘
香
。
堕
雲
の
孫
寿

余
香
有
り

以
上
、
唐
詩
の
「
堕
馬
髻
」
も
か
ん
ざ
し
を
挿
す
よ
う
に
結
い
上
げ
ら
れ
、
時
に

眉
化
粧
と
と
も
に
豪
華
さ
を
増
す
雰
囲
気
の
中
、
詠
出
さ
れ
て
い
た
。

４

絵
画
「

国
夫
人
游
春
図
」
と
「
堕
馬
髻
」

ち
ょ
う
け
ん

遼
寧
省
博
物
館
所
蔵
「

国
夫
人
游
春
図
」
は
、
唐
の
張
萱
の
作
を
宋
代
に
徽

宗
が
模
写
し
た
も
の
と
さ
れ
、
張
彦
遠
著
『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
に
は
、

（
７
）

と
あ
り
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
絵
は
張
萱
の
原
画
の
面
影
が
残
さ
れ
、
創
作

（
８
）

時
の
動
機
や
意
図
が
伺
え
る
作
品
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
絵
の
女
性
の
髪
型
を
「
堕
馬
髻
」
と
す
る
『
漢
語
大
詞
典
』
の
見
解
は
、

孫
機
著
『
中
国
古
輿
服
論
叢
』「

」
で
も
白
居
易
の
詩

歌
の
自
注
を
挙
げ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

孫
機
氏
は
、
漢
代
の
「
堕
馬
髻
」
の
様
式
を
は
っ
き
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
唐
代
に
こ
の
名
称
が
再
使
用
さ
れ
た
の
は
「
一
方
に
片
寄
っ
て
い
る
」
こ
と

が
原
因
で
は
な
い
か
と
言
い
、
さ
ら
に
、
白
居
易
の
詩
に
も
あ
る
よ
う
に
中
晩
唐

に
頻
繁
に
見
ら
れ
、
絵
で
は
右
か
ら
四
・
五
番
目
の
人
（
図
５
）
が
結
っ
て
い
る

（
９
）

と
し
て
い
る
。

図
５「
堕
馬
髻
」（『
中
国
千
年
名
畫
』（
人

民
美
術
一
九
九
九
年
よ
り
）

と
こ
ろ
で
、「

国
夫
人
游
春
図
」
に
は
、
関
連
の
深
い
詩
、
伝
杜
甫
（
一
説

に
張
�
）
作
「

國
夫
人
」
詩
が
あ

（
１０
）る

。
そ
の
詩
に
曰
く
、

五



國
夫
人
承
主
恩
、

国
夫
人

主
恩
を
承
け

平
明
上
馬
入
金
門
。
平
明
馬
に
上
り
金
門
（
一
に
「
宮
門
」）
に
入
る

却
嫌
脂
粉

顏
色
、
却
っ
て
脂
粉
の
顔
色
を

け
が

す
を
嫌
い

淡
掃
蛾
眉
朝
至
尊
。
淡
く
蛾
眉
を
掃
い
て
至
尊
に
朝
す

こ
の
詩
と
「

国
夫
人
游
春
図
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
愛
徳
華
・
謝
弗
著
、
呉

玉
貴
訳
『
唐
代
的
外
来
文
明
』
で
は
、

（
訳
注
）

こ
の
絵
画
は
、
唐
の
玄
宗
の
寵
妃
楊
玉
環
（
楊
貴
妃
）
の
（
国
夫
人
と
号
さ

れ
た
三
人
の
姉
の
）
三
番
目

国
夫
人
と
従
者
が
春
景
色
を
観
賞
す
る
情
景

を
描
い
て
い
る
。
侍
従
、
侍
女
と
子
供
の
世
話
の
お
供
を
連
れ
、
真
ん
中
に

並
ん
で
進
ん
で
い
る
二
人
が

国
夫
人
と
秦
国
夫
人
で
、
二
人
は
ち
ょ
う
ど

互
い
に
何
か
を
話
し
て
い
る
。

と
述
（
１１
）べ

、沈
従
文
編
著
・
古
田
真
一
・
栗
城
延
江
共
訳『
中
国
古
代
の
服
飾
研
究
』

で
は
、

こ
く

唐
代
の
「
か
っ

国
夫
人
は
主
の
恩
寵
を
承
け
、
夜
明
け
に
馬
に
乗
り
て
宮
門
に

お
し
ろ
い

入
る
。
白
粉
で
顔
色
を
汚
す
を
嫌
い
、
た
だ
淡
く
蛾
眉
を
掃
き
天
子
に
参
朝

す
る
」
と
風
刺
し
た
詩
を
図
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
（
１２
）る

。
こ
れ
ら
の
説
を
合
わ
せ
る
と
、
絵
の
中
心
の
「
堕
馬
髻
」
の
二

人
は
、

国
夫
人
と
秦
国
夫
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
真
偽
の
程
は
明
ら
か

で
な
い
に
し
て
も
、
唐
代
の
高
貴
な
女
性
が
「
堕
馬
髻
」
を
結
っ
て
い
た
の
は
物

質
的
豊
か
さ
に
支
え
ら
れ
た
孫
寿
が
「
堕
馬
髻
」
を
考
案
・
体
現
し
た
こ
と
と
条

件
的
に
は
合
致
す
る
。

ま
た
、

国
夫
人
と
秦
国
夫
人
の
妹
楊
貴
妃
の
好
ん
だ
髪
型
に
つ
い
て
は
、『
新

唐
書
』
巻
三
十
四
五
行
志
に
、
天
宝
の
初
め
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
（
１３
）る
。

き

楊
貴
妃
は
常
に
仮
鬢
を
以
て
首
飾
と
為
し
、
好
ん
で
黄
裙
を
服
る
。
服
妖
に

近
し
。
時
の
人
、
之
が
為
に
語
り
て
曰
は
く
「

す

、
黄

裙
逐
に
水
流
す
」
と
。

楊
貴
妃
の
「
仮
鬢
」（「
義
髻
」）
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
は
分
か
ら
な
い
が
、

想
定
す
る
資
料
と
し
て
、『
晋
書
』
巻
二
十
七
五
行
志
に
、
次
の
よ
う
に
あ
（
１４
）る

。

ゆ
る

太
元
中
、
公
主
・
婦
女
必
ず
鬢
を
緩
め
髻
を
傾
け
、
以
て
盛
飾
と
為
す
。
用

つ
ね

の

ひ
た

か
も
じ

既
に
多
く
、
恒
に
戴
す
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
先
に
木
及
び
籠
の
上
に
之

を
装
ひ
、
名
づ
け
て
假
髻
と
曰
ふ
。
或
い
は
仮
頭
と
名
づ
く
。
貧
家
に
至
っ

と
と
の

て
は
自
ら
�
ふ
る
こ
と
能
は
ず
、
自
ら
無
頭
と
号
し
、
就
ち
人
頭
を
借
り
る

な
り
。
遂
に
天
下
に
布
す
。
亦
た
服
妖
な
り
。

こ
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、
「
仮
鬢
」
や
「
義
髻
」
は
、
た
っ
ぷ
り
の
「
そ
え
髪
」

を
常
に
頭
上
に
載
せ
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
木
や
籠
に
鬢
を
緩
や
か
に

結
い
髻
を
傾
け
て
結
っ
た
「
か
つ
ら
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
髻
を
傾
け
た

と
い
う
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
結
い
方
や
服
妖
と
見
な
さ
れ
て
い
た
点
は
「
堕
馬
髻
」

と
共
通
し
て
い
る
。
斎
藤
龍
一
編
『
大
唐
王
朝

女
性
の
美
』
展
図
（
１５
）録
に
は
、

盛
唐
期
以
後
の
髪
型
は
さ
ら
に
種
類
が
多
く
な
っ
た
が
、
そ
の
主
な
特
徴
は

い
わ
ゆ
る
「
危
」（
傾
く
よ
う
す
）、「
重
」（
髪
の
量
が
多
い
た
め
、
重
そ
う

に
み
え
る
）、「
怪
」（
か
わ
っ
た
よ
う
す
）
で
あ
る
。

六



と
あ
り
、「
堕
馬
髻
」
流
行
の
傾
向
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

５

絵
画
「
宮
楽
図
」
と
「
堕
馬
髻
」

台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
「
宮
楽
図
」（
図
６
）
は
、
清
朝
内
府
の
目
録

せ
つ
き
ょ
ほ
う
き
ゅ
う

『
石
渠
宝
笈
』
続
編
で
は
元
人
作
と
さ
れ
て
い
た
が
、
描
か
れ
た
女
性
が
中
唐
よ

り
晩
唐
に
か
け
て
の
風
俗
を
色
濃
く
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
唐
人
の
作

と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
１６
）。『
唐
代
的
外
来
文
明
』
に
は
、

と
「
堕
馬
髻
」
の
女
性
が
描
か
れ
唐
代
の
服
装
に
合
致
し
て
い
る
、
と
あ
（
１７
）る

。
同

書
は
ど
の
女
性
か
は
示
し
て
い
な
い
が
、
図
７
の
よ
う
に
髻
が
一
方
に
傾
く
女
性

が
四
人
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
頭
髪
は
、「

国
夫
人
游
春
図
」
型
と
言
え
る
。

図
６
（『

』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
二
〇
〇
一

年
よ
り
）

図
７
（『

』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
二

〇
〇
一
年
よ
り
）

６

陶
俑
と
堕
馬
髻

絵
画
以
外
で
も
、
孫
機
著『
中
国
古
輿
服
論
叢
』「

」

で
は
、
西
安
王
家
墳
唐
墓
出
土
の
女
俑
（
図
８
）
の
髪
型
を
「
堕
馬
髻
」
と
し
て

お
り
、
特
徴
的
に
は
「

国
夫
人
游
春
図
」
型
と
共
通
し
て
い
（
１８
）る
。

図
８
（『
中
国
古
輿
服
論
叢
』
文
物
出
版
社
二
〇
〇
一

年
よ
り
）

第
二
章

「
倭
堕
髻
」
に
つ
い
て

１

秦
羅
敷
の
故
事
と
「
倭
堕
髻
」

「
倭
堕
髻
」
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
次
の
作
品
で
あ
る
。
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秦
氏
有
好
女
、

秦
氏
に
好
女
有
り

自
名
爲
羅
敷
。

自
ら
名
づ
け
て
羅
敷
と
為
す

こ
の

羅
敷
憙
蠶
桑
、

羅
敷

蚕
桑
を
憙
み

採
桑
城
南
隅
。

桑
を
採
る

城
南
の
隅

ろ
う
け
い

青
絲
爲
籠
係
、

青
糸
を
ば
籠
係
（
籠
の
つ
り
ひ
も
）
と
為
し

ろ
う
け
い

桂
枝
爲
籠
鈎
。

桂
枝
を
ば
籠
鈎
（
籠
の
と
っ
て
）
と
為
す

頭
上
倭
墮
髻
、

頭
上
に
は
倭
堕
の
髻

耳
中
明
月
珠
。

耳
中
に
は
明
月
の
珠

…

こ
の
後
の
内
容
は
、道
行
く
者
た
ち
が
美
し
い
羅
敷
に
見
と
れ
る
様
子
や「
使
君
」

（
郡
の
長
官
）
が
来
て
羅
敷
を
誘
う
が
、
彼
女
は
立
派
な
夫
が
い
る
と
言
っ
て
拒

絶
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
八
「
相
和
歌
辞
・
相
和
曲
」
に
は
「
陌

上
桑
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
宋
書
』
「
楽
志
」
に
は
「
艶
歌
羅
敷
行
」
、

『
玉
台
新
詠
』
に
は
「
日
出
東
南
隅
行
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
誰
が
何
時
作
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
『
楽
府
詩
集
』
引
く
崔
豹
『
古
今
注
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ（
１９
）る

。

「
陌
上
桑
」
は
、
秦
氏
の
女
子
よ
り
出
づ
。
秦
氏
は
邯
鄲
の
人
、
女
の
羅
敷
と

名
の
る
有
り
て
、
邑
人
の
千
乗
王
仁
の
妻
と
為
る
。
王
仁
後
に
趙
王
の
家
令
と

為
る
。
羅
敷
出
で
て
桑
を
陌
上
に
採
り
、
趙
王
台
に
登
り
見
て
之
を
悦
ぶ
。
因

り
て
酒
を
置
き
、
焉
を
奪
は
ん
と
欲
す
。
羅
敷
巧
み
に
箏
を
弾
じ
、
乃
ち
「
陌

上
桑
」
の
歌
を
作
り
て
以
て
自
ら
明
ら
か
に
す
。
趙
王
乃
ち
止
む
。

し
か
し
、
次
の
�
〜
�
の
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曲
と
し
て
の
「
陌
上
桑
」
は

前
漢
に
成
っ
た
ら
し
い
が
、
歌
辞
は
同
時
代
に
書
か
れ
た
と
い
う
見
方
は
さ
れ
て

い
な（
２０
）い

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
出
現
は
漢
代
以
降
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

�
増
田
清
秀
著『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』に
は
、「「
陌
上
桑
」「
江
南
曲
」「
鶏
鳴
」

「
白
頭
吟
」
ら
も
、
前
漢
の
歌
曲
ら
し
い
が
、
傳
存
歌
辭
に
問
題
が
あ
る
」
と

あ
る
。

�
小
田
美
和
子
「「
陌
上
桑
」
日
出
東
南
隅
篇
を
め
ぐ
っ
て
」
に
は
、「
日
出
東
南

隅
篇
が
「
陌
上
桑
」
の
古
辞
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
…
古
曲
「
陌
上
桑
」

は
、
古
典
名
の
常
と
し
て
、
元
は「
陌
上
桑
」三
字
を
冒
頭
句
と
す
る
民
謡
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。

�
胡
志
昴
「
漢
楽
府
「
陌
上
桑
」
考
」
に
は
、「
魏
晋
時
代
の
宮
廷
文
化
に
お
い

て
楽
曲
と
楽
詩
の
復
旧
と
新
作
が
競
い
合
い
隆
盛
を
極
め
て
い
た
。
…
「
艶
歌

羅
敷
行
」
は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
時
に
逢
っ
て
楽
府
の
旧
辞
か
ら
新
た
に
編
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

２

六
朝
・
唐
代
に
於
け
る
「
倭
堕
髻
」

梁
の
徐
伯
陽
「
日
出
東
南
隅
行
」（『
楽
府
詩
集
』
卷
二
十
八
）
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

遠
映
陌
上
春
桑
葉
、
遠
く
映
る

陌
上
の
春
桑
葉

し
ゃ
う

き

斜
入
秦
家
�
綺
衣
。
斜
に
入
る

秦
家
の
�
綺（
浅
黄
色
の
あ
さ
ぎ
ぬ
）の
衣

羅
敷
妝
粉
能
佳
麗
、
羅
敷
の
妝
粉

能
く
佳
麗
な
り

鏡
前
新
梳
倭
墮
髻
。
鏡
前
新
た
に
梳
く

倭
墮
髻

…

唐
の
許
景
先
「
折
柳
篇
」（『
全
唐
詩
』巻
一
一
一
）に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寶
釵
新
梳
倭
墮
髻
、
宝
釵
新
た
に
梳
く

倭
墮
の
髻

八



錦
帶
交
垂
連
理
襦
。
錦
交
は
り
垂
る

連
理
の
襦
（
う
す
ぎ
ぬ
）

以
上
か
ら
「
倭
堕
髻
」
は
、
頭
上
に
結
い
上
げ
た
髻
で
あ
り
、
梁
代
に
は
麗
し
い

化
粧
と
共
に
詠
出
さ
れ
、
唐
代
に
も
か
ん
ざ
し
が
輝
く
髻
と
し
て
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

３

文
物
に
於
け
る
「
倭
堕
髻
」
と
の
比
較

「
倭
堕
髻
」
と
さ
れ
る
陶
俑
に
は
、
図
９
、（
中
堡
村
唐
墓
陶
俑
）、
図
１０
（
唐

８
世
紀
前
半
）
が
あ
り
、
と
も
に
髻
が
額
に
か
か
る
よ
う
に
頭
上
に
結
わ
れ
、
文

献
の
「
倭
堕
髻
」
の
描
写
と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
と
絵
画
・
陶
俑
か
ら

「
倭
堕
髻
」
と
「
堕
馬
髻
」
が
相
似
形
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。

図
９
（『
大
唐
王
朝

女
性
の
美
』
中
日
新
聞
社
二

〇
〇
四
年
よ
り
）

図
１０
（『
大
唐
王
朝

女
性
の
美
』
中
日
新
聞
社
二

〇
〇
四
年
よ
り
）

第
三
章

も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」

１

前
漢
墓
「
陽
陵
」
の
女
俑
と
「
堕
馬
髻
」

本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
「
司
馬
遷
『
史
記
』
の
世
界
」
に
展
示
さ
れ
て

い
た
前
漢
咸
陽
市
陽
陵
陪
葬
墓
園
Ｍ
１３０
号
墓
出
土
「
塑
衣
式
彩
色
女
俑
〈
女
官

俑
〉」（
図
３
、
４
）
に
関
し
て
は
、
展
覧
会
の
図
録
に
以
下
の
解
説
が
付
さ
れ
て

い
た
（
２１
）。

だ

ま

頭
髪
は
漢
代
に
流
行
し
た
堕
馬

か
つ

と
呼
ば
れ
る
髪
型
で
、
長
い
髪
を
肩
の
後

ろ
で
束
ね
て
折
り
返
し
、
一
部
を
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
下
に
垂
ら
し
て
い
る
。

当
時
、
偶
然
に
も
「
堕
馬
髻
」
を
調
べ
て
い
た
筆
者
は
、
こ
の
漢
陽
陵
女
俑
の
髪

型
と
そ
の
解
説
に
疑
問
を
持
ち
、
展
覧
会
の
日
中
両
国
の
関
係
各
位
に
、
書
簡
を

以
っ
て
質
問
を
試
み
た
所
、
幸
い
返
信
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
、
各
位

の
ご
厚
情
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
返
信
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て

分
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
展
覧
会
企
画
及
び
図
録
編
集
を
担
当
さ
れ
た
博
報
堂
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
局
小
田
部
英
勝
氏
か
ら
は
、
解
説
文
の
執
筆
者
に
問
合
せ
る
と
と
も
に
参
考
文

献
に
つ
い
て
も
改
め
て
調
査
を
し
て
回
答
す
る
旨
、ご
返
信
を
頂
い
た
。続
い
て
、

解
説
文
の
執
筆
者
で
あ
る
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
学
芸
員
主
任
の
森
達
也
氏
か
ら
返

信
が
あ
り
、
図
録
の
作
品
解
説
の
資
料
は
、
陝
西
省
考
古
研
究
所
編
『
漢
陽
陵
』

（
重
慶
出
版
社
二
〇
〇
一
年
）
の
九
頁
「
髪
形
」
項
の
記
載
で
あ
る
こ
と
を
ご
教

示
頂
い（
２２
）た
。

陽
陵
は
、
漢
の
景
帝
と
王
皇
后
の
同
墓
不
同
穴
の
合
葬
陵
園
で
あ
る
。
漢
の
景

帝
は
、
前
漢
第
四
代
目
の
皇
帝
で
、
恵
帝
七
年
（
前
一
八
八
）
に
生
ま
れ
、
三
十

九



二
歳
の
時
に
即
位
、
在
位
は
十
七
年
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
以
来
、
大
規
模
な

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
、
森
氏
が
示
さ
れ
た
『
漢
陽

陵
』
で
あ
る
。
以
下
に
、
該
当
箇
所
（
同
書
中
の
日
本
語
訳
）
を
挙
げ
る
。

ま
た
の
名
を
堕
髻
と
い
う
。
梳
い
て
い
る
と
き
に
真
ん
中
で
分
け
、
こ
め
か

み
を
通
し
て
頚
の
後
ろ
で
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
髻
を
引
き
上
げ
た
後
背
中
に

垂
ら
す
。
髻
中
か
ら
引
き
出
し
た
髪
を
垂
ら
す
。
こ
の
髪
型
は
漢
代
に
始
ま

り
、
一
時
期
流
行
し
た
が
、
東
漢
以
降
は
結
う
も
の
が
減
り
、
魏
晋
時
代
に

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
婦
女
の
髪
型
の
中
で
も
比
較
的
重
ん
じ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陪
葬
墓
園
Ｍ
１３０
号
墓
出
土
の
彩
色
女
俑
は
全
て
こ
の

髪
型
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
筆
者
の
も
と
に
は
「
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
を
所
蔵
す
る
中
国

の
漢
陽
陵
考
古
陳
列
館
の
李
庫
氏
か
ら
、
図
録
の
編
纂
に
参
加
し
た
関
係
各
位
に

連
絡
を
し
た
上
で
筆
者
が
提
起
し
た
問
題
に
回
答
す
る
、
と
し
た
返
信
を
頂
い

た
。
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
本
稿
と
直
接
関
連
す
る
箇
所
の
質
問
及
び
回
答

を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
語
訳
を
付
け
る
。

�
筆
者
の
質
問

質
問
内
容
（
中
国
関
係
各
位
へ
の
書
簡
よ
り
）

日
本
語
訳
（
日
本
の
関
係
各
位
へ
の
書
簡
よ
り
）

図
録
で
は
「
塑
衣
式
彩
色
女
俑
〈
女
官
俑
〉」
の
髪
型
が
「
堕
馬
〈
マ
マ
〉」

と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
資
料
が

根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ご
判
断
さ
れ
た
文
献
資
料
、
も
し
く
は

そ
れ
に
代
わ
る
資
料
を
ご
教
示
頂
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

例
え
ば
、
前
述
の
『
後
漢
書
』
で
は
「
堕
馬
髻
」
は
「
墮
馬
髻
者
、
作
一
邊
。」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
漢
陽
陵
考
古
陳
列
館
の
李
庫
氏
の
回
答

日
本
語
訳
（
本
稿
用
に
訳
し
た
も
の
）

１
、「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
は
、
漢
陽
陵
陪
葬
墓
か
ら
出
土
し
た
。
研

究
に
よ
る
と
、
当
該
の
陪
葬
墓
は
前
漢
の
初
期
に
属
す
る
も
の
で
、
同
様

の
作
法
の
様
式
の
女
俑
は
、
西
安
市
の
任
家
坡
漢
墓
・
湖
北
省
の
鳳
凰
山

漢
墓
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
る
。
故
に
、
こ
の
法
式
は
漢
代
に
於
い
て
比

較
的
流
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
〇



２
、
こ
の
種
の
法
式
と
堕
馬
髻
の
描
写
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
我
々
は

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
用
い
た
も
の
で
、
正
し
い
か
否
か
は
、
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
漢
陽
陵
の
女
俑
の
髪
型
が
「
堕
馬
髻
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「

且
」、
即
ち
「
と
り
あ
え
ず

（
２３
）」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
さ
し
く
再
提

起
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
商
�
」即
ち
、「
検
討
す
る
」こ
と
が
必
要
と
分
か
っ
た
。

２

も
う
一
つ
の
「
堕
馬
髻
」
説
の
広
が
り

こ
の
よ
う
に
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
の
髪
型
を
「
堕
馬
髻
」
と
す
る
見

解
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
例

え
ば
、
周

・
高
春
明
著『
中
国
歴
代
婦
女
妝
飾
』に
、
次
の
よ
う
に
あ
（
２５
）る
。

（
日
本
語
訳
）

一
時
期
、世
に
名
を
知
ら
れ
た
堕
馬
髻
は
、即
ち
垂
れ
た
髻
の
一
種
で
あ
る
。

そ
の
出
現
に
関
し
て
は
諸
説
紛
々
で
、
前
漢
武
帝
の
時
代
に
生
ま
れ
た
と
言

わ
れ
た
り
、
後
漢
桓
帝
の
時
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の

種
類
の
髪
髻
の
主
な
特
徴
は
肩
や
背
中
の
後
ろ
ま
で
垂
れ
下
が
り
、
一
方
に

傾
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
朝
の
徐
陵
『
玉
台
新
詠
』
の
序
に
は
、「
鳴

蝉
の
薄
鬢
を
妝
ひ
、
堕
馬
の
垂
鬟
を
照
ら
す
」と
あ
る
。
唐
の
李
賢
は
、『
後

漢
書
』
の
梁
冀
伝
の
注
釈
を
す
る
際
に
も
『
風
俗
通
』
を
引
用
し
て
「
堕
馬

髻
者
、
側
の
一
辺
に
在
り
」と
言
っ
て
い
る
。
…
こ
の
種
の
髪
髻
の
様
式
は
、

漢
の
時
代
の
文
物
資
料
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
山
東
省
の

臨
沂
銀
雀
山
の
陶
俑
、
広
西
壮
族
自
治
区
の
貴
県
羅
泊
湾
漢
墓
出
土
の
木

俑
、
陝
西
省
長
安
洪
慶
村
・
西
安
任
家
坡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
陶
俑
（
図
版

１２
）（
本
稿
図
１１
）、
湖
北
省
雲
夢
・
江
陵
等
か
ら
出
土
し
た
彩
絵
木
俑
（
図

版
１３
）（
本
稿
図
１２
）
及
び
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
着
衣
の
木
俑

で
あ
る
。
出
土
し
た
区
域
は
、
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
泥

の
塑
像
と
木
俑
の
髪
型
様
式
は
と
て
も
似
て
お
り
、
全
て
真
ん
中
か
ら
髪
を

こ
め
か
み
に
向
け
て
分
け
、
頸
の
後
ろ
で
ゆ
る
や
か
に
束
ね
、
背
中
で
髻
を

ま
く
り
上
げ
て
い
る
。
大
ま
か
に
見
る
と
、
こ
の
種
の
髻
の
形
式
は
椎
髻
と

比
較
的
近
似
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
髻
の
途
中
で
頭
髪
の
束
を
取
り
出
し

て
、
一
方
に
向
か
っ
て
垂
れ
下
げ
て
お
り
、
髪
の
髻
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

一
一



落
ち
て
い
る
印
象
を
与
え
、
ま
さ
に
堕
馬
髻
の
基
本
的
な
特
徴
が
あ
る
。
堕

馬
髻
は
一
時
期
、
一
世
を
風
靡
し
た
が
、
流
行
し
た
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く

な
く
、
後
漢
以
降
、
こ
の
種
の
頭
髪
を
結
う
女
性
は
次
第
に
減
少
し
、
魏
晋

の
時
に
は
既
に
完
全
に
途
絶
え
た
。

図
１１
図
版
１２
（『
中
国
歴
代
婦
女
妝
飾
』
三

聯
書
店
・
上
海
学
林
出
版
社

一
九
八
八
年
よ
り
）

図
１２
図
版
１３
（『
中
国
歴
代
婦
女
妝
飾
』
三
聯
書

店
・
上
海
学
林
出
版
社
一
九
八

八
年
よ
り
）

こ
の
説
明
に
関
し
て
は
、
次
の
問
題
点
・
疑
問
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

�
前
漢
墓
出
土
の
髪
型
を
、
後
漢
に
「
堕
馬
髻
」
を
流
行
ら
せ
た
孫
寿
の
記
述
を

資
料
と
し
て
説
明
し
な
が
ら
、「
後
漢
以
降
、
こ
の
種
の
頭
髪
を
結
う
女
性
は

次
第
に
減
少
」
と
し
て
お
り
、
論
述
に
矛
盾
が
あ
る
。

�
「
堕
馬
髻
」の
出
現
時
期
の
漢
代
武
帝
説
に
関
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

�
「
堕
馬
髻
」
の
主
要
な
特
徴
を
肩
ま
で
の
「
垂
髻
」
と
し
、『
玉
台
新
詠
』
序

文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
も
既
に
挙
げ
た
よ
う
に
序
文
に
は
、「
堕
馬

髻
」
に
髪
飾
り
を
挿
す
描
写
が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
が
可
能
な
髪
型
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
例
に
挙
げ
ら
れ
た
女
俑
類
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

�
魏
晋
時
代
以
降
に
は
完
全
に
途
絶
え
て
い
た
と
し
な
が
ら
、
後
の
梁
代
の
文
献

で
あ
る
『
玉
台
新
詠
』
を
引
用
し
て
い
る
。

�
「
堕
馬
髻
」
と
相
似
形
と
さ
れ
た
「
椎
髻
」（
図
１３
）
は
、
同
書
で
は
「
堕
馬

髻
」
説
明
の
前
項
で
、『
後
漢
書
・
逸
民
伝
』
を
挙
げ
、
隠
者
梁
鴻
の
妻
孟
光

が
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
孟
光
は
極
め
て
質
素
な

衣
服
・
髪
型
と
し
て
「
椎
髻
」
を
し
た
も
の（
２６
）で

、
後
漢
の
将
軍
の
妻
孫
寿
が
権

力
と
富
を
背
景
に
化
粧
や
仕
草
と
と
も
に
完
成
さ
せ
た
ト
ー
タ
ル
な
「
媚
惑
」

の
一
要
素
で
あ
る
「
堕
馬
髻
」
と
似
て
い
る
と
い
う
の
は
違
和
感
が
あ
る
。

図
１３
（『
中
国
歴
代
婦
女
妝
飾
』
三
聯
書
店
・
上

海
学
林
出
版
社
一
九
八
八
年
よ
り
）

３

二
つ
の
「
堕
馬
髻
」
の
混
同

武
田
雅
哉
著
『
楊
貴
妃
に
な
り
た
か
っ
た
男
た
ち－

〈
衣
服
の
妖
怪
〉
の
文
化

誌－

』
で
は
、
「
服
妖
」
に
つ
い
て
系
統
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
堕
馬
髻
」
に
つ
い
て
は
、
形
状
が
異
な
る
「

国
夫
人
游
春

図
」
型
と
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
型
の
二
つ
の
「
堕
馬
髻
」
が
混
同
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、『
後
漢
書
』「
五
行
志
」の
記
述
を
挙
げ
た
後
、「
堕

馬
髻
」
の
説
明
と
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
と
挿
絵
が
記
さ
れ
て
い
（
２７
）る

（
傍
線
部
分

は
、
後
の
説
明
の
た
め
に
本
稿
の
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。）

だ

ば
け
い

す

「
落
馬
ヘ
ア
」
は
、
原
語
で
は
「
堕
馬
髻
」
と
い
う
。
髪
を
梳
く
際
に
、
ま
ん

一
二



な
か
か
ら
両
の
こ
め
か
み
に
向
け
て
ふ
た
つ
に
分
け
、
首
の
う
し
ろ
で
ひ
と
つ

に
ま
と
め
、
背
中
の
ほ
う
に
垂
ら
す
と
い
う
も
の
だ
（
図
２－

１
）。
ま
っ
す

ぐ
に
垂
ら
す
の
で
は
な
く
、左
右
ど
ち
ら
か
に
傾
け
て
結
ぶ
。落
馬
し
た
時
に
、

も
と
ど
り
髻
が
ほ
ど
け
て
散
じ
た
様
子
に
似
て
い
る
と
い
う
の
で
、
こ
の
名
が
つ
い
た
。

シ
ン
メ
ト
リ
ー

ひ
ょ
う
い
つ

そ
の
対
称
性
の
破
壊
の
ゆ
え
に
、
飄
逸
で
ラ
フ
な
雰
囲
気
が
か
も
し
だ
せ
た
の

だ
ろ
う
。

図
１４
（『
楊
貴
妃
に
な
り
た
か
っ
た
男
た
ち－

〈
衣
服
の
妖
怪
〉
の
文
化
誌－

』
講
談

社
二
〇
〇
七
年
よ
り
）

傍
線
部
分
は
、「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」型
を
説
明
し
た
内
容
で
、
周

・

高
春
明
著
『
中
国
歴
代
婦
女
妝
飾
』
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
図

２－

１
」（
本
稿
図
１４
）
に
挙
げ
ら
れ
た
髪
型
は
、「
宮
楽
図
」（
本
稿
図
７
）
か

ら
と
思
わ
れ
、「
堕
馬
髻
」
は
頭
上
に
結
い
上
げ
て
傾
け
た
も
の
で
、「

国
夫
人

游
春
図
」
型
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
唐
代
に
伝
わ
っ
た
孫
寿
の
「
堕
馬
髻
」
は
、『
後
漢
書
』
に
記
述
さ
れ

た
よ
う
に
一
方
に
片
寄
っ
て
お
り
、
髻
は
歴
代
の
詩
歌
が
描
写
し
た
よ
う
に
頭
上

に
豊
か
に
結
い
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
宝
石
の
髪
飾
が
輝
き
、
意
匠
を
凝
ら
し
た

化
粧
と
あ
い
ま
っ
て
豪
華
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す「

国
夫
人
游
春
図
」型
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
堕
馬
髻
」
と
似
て
い
る
と
さ
れ
、
詩
歌
で
入
れ
替
わ
っ
て

詠
出
さ
れ
た
「
倭
堕
髻
」
が
同
じ
く
頭
上
に
結
わ
れ
た
髻
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の

傍
証
と
言
え
よ
う
。
唐
代
は
、
楊
貴
妃
の
義
髻
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
間
暇
が

か
か
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
髪
型
が
好
ま
れ
た
可
能
性
が
高
く
、「
堕
馬
髻
」
の
流

行
も
そ
う
し
た
豊
か
さ
・
豪
華
さ
・
趣
向
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
型
は
、
�
後
漢
の
孫
寿
の
生
き
た
時
代

以
前
の
陵
墓
か
ら
の
出
土
で
あ
る
こ
と
、
�
歴
代
の
文
学
作
品
で
描
写
さ
れ
て
い

た
よ
う
な
頭
上
に
か
ん
ざ
し
を
挿
す
こ
と
は
で
き
な
い
髪
型
で
あ
る
こ
と
、
�
大

将
軍
の
妻
孫
寿
が
好
ん
だ
髪
型
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
む
し
ろ
質
素
且
つ
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
髻
鬟
品
』
や
『
粧
台
記
』
が
記
し
、
唐

代
に
流
行
し
た
髪
型
と
は
違
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
「
漢
陽
陵
塑
衣
式
彩
色
女
俑
」
型
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
後
世
に

伝
わ
っ
た
「
堕
馬
髻
」
と
は
異
質
で
あ
る
。
仮
に
後
漢
の
孫
寿
以
前
に
「
堕
馬
髻
」

の
基
と
な
る
髪
型
が
存
在
し
た
と
し
て
、「
堕
馬
髻
」
の
変
遷
史
上
に
位
置
す
る

も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も「
堕
馬
髻
」と
は
全
く
別
系
統
の
髪
型
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
判
断
を
す
る
に
は
、
新
た
な
資
料
の
出
現
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。注

本
稿
に
引
用
し
た
『
髻
鬟
品
』・『
粧
台
記
』
は
、
重
較
『
説
郛
』

第
七
十
七
、
白

居
易
の
作
品
は
、
那
波
本
『
白
氏
文
集
』（
四
部
叢
刊
初
編
）
を
底
本
と
し
、
自
注
は

一
三



鶻�

梁�

梁�

　
梁 

　
　
遊�

　
巻�

北
京
図
書
館
所
蔵
南
宋
紹
興
刊
本
（
一
九
九
五
年
、
北
京
文
学
古
籍
刊
行
社
景
印
）
に

拠
り
、
岡
村
繁
著
『
白
氏
文
集
』
巻
三
（
一
九
八
八
年
）、
巻
九
（
二
〇
〇
五
年
）
を

参
照
し
、
花
房
英
樹
番
号
を
付
し
た
。
そ
の
他
は
、『
楽
府
詩
集
』（
中
華
書
局
）、
張

昌
宗
・
李
�
・
許
景
先
ら
の
作
品
は
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
）、
温
庭
�
の
作
品
と
注

は
曽
益
等
箋
注
『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）、
杜
甫
の
作
品
と
注
は
仇

兆
鰲
著『
杜
詩
詳
註
』（
中
華
書
局
）を
、
底
本
と
し
た
。
ま
た
、「

国
夫
人
游
春
図
」

と
「

国
夫
人
遊
春
図
」
の
表
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
拠
っ
た
。

１２３４５６７８

９

文
物
出
版
社
二
〇
〇
一
年
二
四
三
〜
二
四
四
頁

１０

仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
（
中
華
書
局
）。

１１

愛
徳
華
・
謝
弗
著
、
呉
玉
貴
訳
『
唐
代
的
外
来
文
明
』（
陝
西
師
範
大
学
出
版
二

〇
〇
五
年
）
十
九
頁
。

１２１３１４１５

中
日
新
聞
社
二
〇
〇
四
年

一
二
九
頁

１６

小
川
裕
充
監
修
『
故
宮
博
物
院
第
１
巻

南
北
朝
〜
北
宋
の
絵
画
』（
日
本
放
送

出
版
協
会
一
九
九
七
年
十
一
月
刊
行
）
八
十
頁
。

１７

八
頁
。こ
の
絵
に
関
し
て
は
、国
立
故
宮
博
物
院
Ｈ
Ｐ
に
も
同
様
の
見
解
が
あ
る
。

（http
://w

w
w

.npm
.gov.tw

/ja/collection
/selections_

02.htm
?docno

=
697

&

catno=15

）。

１８

二
四
一
頁
。

１９２０

�
『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』（
創
文
社
一
九
七
五
年
三
月
）
二
十
九
頁
、
�
「「
陌

上
桑
」
日
出
東
南
隅
篇
を
め
ぐ
っ
て
」（『
岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論

一
四



集
』
一
九
九
九
年
八
月
）
二
頁
、
�
「
漢
楽
府
「
陌
上
桑
」
考
」（『
埼
玉
学
園
大

学
紀
要
』
創
刊
号
二
〇
〇
一
年
発
行
）
十
四
頁
。

２１
『
始
皇
帝
と
彩
色
兵
馬
俑
展－

司
馬
遷
『
史
記
』
の
世
界－

』
図
録
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
・
博
報
堂
二
〇
〇
六
年
発
行
）
一
四
五
頁
。

だ

ま

だ

ば
け
い

２２

併
せ
て
作
品
解
説
（
一
四
五
頁
）
の
「
堕
馬
か
つ
」
は
、「
堕
馬
髻
」
の
誤
植
で
あ

る
こ
と
も
お
知
ら
せ
頂
い
た
。

２３
「

且
」
の
訳
は
『
中
日
辞
典
』（
小
学
館
）、『
中
国
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）

を
参
照
。

２４
「
商
�
」
の
訳
は
『
中
日
辞
典
』（
小
学
館
）、『
中
国
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）

を
参
照
。

２５

三
聯
書
店
・
上
海
学
林
出
版
社
一
九
八
八
年
刊
行

二
十
頁

２６

拙
論
「
孟
光
故
事
の
変
容－

白
居
易
の
妻
と
北
条
政
子－

」（『
日
本
中
国
学
会

報
』
第
五
十
三
集
二
〇
〇
一
年
十
月
）
参
照
。

２７

講
談
社
二
〇
〇
七
年
一
月

二
十
頁

一
五


